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 岐阜大学教育学部家政教育講座 久保和弘教授は、美健産業株式会社（愛知県名古屋市）との共同研究で、富

山県産の天然ゼオライト（写真）が肥満モデルマウスの高血糖・高脂血症・肥満を改善することを発見しまし

た。また、ゼオライトの高い安全性も確認しました。食物繊維のような機能性成分としてその応用が期待され

ます。 

 本研究成果は、2021 年 11 月６日（土）に Journal of Nutritional Science and Vitaminology 誌のオ

ンライン版で発表されました。 

 

【発表のポイント】 

 急性経口毒性試験において、ゼオライトの最小致死量が雌雄マウスともに体重 1kg あたり 2,000mg 以

上であることが明らかとなり、高い安全性が確認されました（表 1）。 

 高脂肪飼料（30kcal%脂肪）を用いた長期摂取試験（18 週間）において、10％ゼオライト含有飼料を摂

取した群は、対照群と比較して、飼料摂取量（図 1）とエネルギー摂取量に差がないにもかかわらず、体

重（図２）、肝臓重量および精巣上体脂肪（内臓脂肪）重量の増加が抑制されました（表 2）。 

 血漿脂質（中性脂質１）、総コレステロールおよび非 HDL コレステロール／HDL コレステロール比２））

（表 2）および空腹時血糖が、ゼオライト摂取量に依存して減少しました。 

 経口ブドウ糖負荷試験３）（長期摂取試験 12 週目に実施）において、ブドウ糖投与後の食後血糖上昇がゼ

オライト摂取量依存的に抑制され（図 3）、かつ、インスリン４）分泌も同様に抑制されました（図 4）。 

 ゼオライトは消化管から吸収されないことから、食物繊維のような機能性成分としてその応用が期待され

ます。 

 

【研究背景】 

 地殻中の豊富なミネラルである天然ゼオライトは、イオン交換特性をもつアルミノケイ酸塩で、構造空孔の

微細なネットワークをもち、共通の酸素原子を通して連結しています。それらは、選択的に水を吸着して、カ

チオンを交換します。このような機能特性を利用して、工業におけるイオン交換剤や触媒、農業における土壌

改良剤、公衆衛生における水質浄化剤、環境保全における資材など様々な用途に活用されています。これまで

に知られている天然ゼオライトは安価で、毒性を示さず、環境汚染を引き起こさないことが報告されています。

ゼオライトは、そのよく知られた吸着特性によって整腸作用や有害物質の吸着排出効果等が期待されることか

ら、家畜の飼料添加剤としても活用されています。消化管から吸収されないので、食物繊維のような機能性食

品成分として、過剰な糖質や脂質の吸収を抑制し、延いては肥満等を予防することにも繋がると期待されます。

しかし生活習慣病予防の観点からの研究報告は見当たりません。 

 そこで本研究では、生活習慣病予防を目的とした食品の開発への応用を目的として、最初に、天然ゼオライ

トの安全性について検討し（急性経口毒性試験）、次に、高脂肪飼料摂取に伴う肥満・2 型糖尿病に対する天然

ゼオライトの有効性について検討しました（長期摂取試験）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼオライトが肥満モデルマウスの 
高血糖・高脂血症・肥満を改善することを発見 

表１. ゼオライト溶液の急性経口毒性試験における体重変化 

群 投与前 7 日後 14 日後 

オス    

対照 32.2 ± 1.0 36.2 ± 1.4 38.6 ± 1.7 

ゼオライト 32.6 ± 1.1 36.7 ± 1.3 39.5 ± 1.4 

メス    

対照 25.0 ± 0.5 28.4 ± 0.8 31.7 ± 0.9 

ゼオライト 25.1 ± 0.7 27.9 ± 1.2 30.8 ± 2.0 

平均値 ± 標準誤差 (各群 5 匹). 対照：生理食塩水 
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【研究成果】 

 久保和弘 教授は、美健産業株式会社（愛知県名古屋市）との共同研究を実施し、富山県八尾層群の火成岩由

来のゼオライト（平均粒径約 100µm）が、肥満モデルマウスの高血糖・高脂血症・肥満を改善することを発

見しました。急性経口毒性試験において、ゼオライト 2,000mg/20mL/kg 体重（比較する対照群へは生理

食塩水 20mL/kg 体重）の投与量を単回経口投与し、14 日間の観察、および、観察終了後に全ての動物の剖

検を実施した結果、使用された動物のいずれも異常および死亡が観察されず、ゼオライト摂取群と対照群の体

重にも差が認められませんでした（表 1）。高脂肪飼料（30kcal%脂肪）を用いた長期摂取試験（18 週間）

において、飼料摂取量（図 1）、摂取エネルギー量、飲水量および初体重には差がないにも関わらず、体重増加

量はゼオライト摂取量依存的に抑制され、ゼオライト 0%群に比べてゼオライト 10%群で有意に抑制されま

した（変曲点は 10 週目）（図

2）。このとき、肝臓、精巣上

体脂肪（内臓脂肪）および腎

周囲脂肪（内臓脂肪）の重量

は、ゼオライト摂取量依存的

に低下し、前二者はゼオライ

ト 0%群に比べてゼオライト

10%群で有意に低下しまし

た（表2）。長期摂取試験の12

週目に実施した経口ブドウ糖

負荷試験において、空腹時の

血糖値（図 3、（0 分）とイン

スリン濃度（図 4、0 分）、お

よび、ブドウ糖投与後の食後

血糖ピーク（図 3）とインス

リン分泌量（図 4）が、ゼオラ

イト摂取量依存的に抑制さ

れ、ゼオライト10%群はゼオ

ライト 0%群に比較して、す

べての測定点で有意に低下し

ました。血漿の中性脂質と総

コレステロール、および、非

HDL コレステロール／HDL

コレステロール比もゼオライ

ト摂取量依存的に低下しまし

た（表 2）。以上より、ゼオラ

イトの高い安全性および有効

性が確認されました。 

 

 

* p<0.05, ** p<0.01 vs Ze 0% (Dunnett’s test). 各群雄7 匹 

表 2．組織重量（18 週）および血漿脂質濃度 

* ｐ<0.05, ** p<0.01 vs Ze 0%（Dunnett’s test）. 平均値 ± 標準誤差（各群雄7 匹） 



 

【今後の展開】 

 ゼオライトの有効性は、食物繊維がもつ消化管吸収の調節作用に似ていると考えられます。今後、高脂肪食

に伴う高血糖・高脂血症・肥満を予防することを目的とした機能性食品への応用が期待されます。 
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【用語解説】 

1） 中性脂質：脂質異常症の診断指標の一つ。動脈硬化と関連。 

2） 非 HDL コレステロール／HDL コレステロール比：脂質異常症の診断指標の一つ。動脈硬化と関連。 

3） 経口ブドウ糖負荷試験：糖尿病の診断方法の一つ。とくに早期の糖尿病を検出するための検査。 

4） インスリン：血糖値の上昇に伴い膵臓から分泌され、血糖値を下げる働きをもつ唯一のホルモン。 
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